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チームで配布、回答してもらい、回収し、それを集計すれば結果が得られる。

ビッグデータほど大量のデータが取れるわけではなく、各種センサーのように

自動的にデータが集まるわけではないが、ほとんどコストをかけずに職場や仕

事の状況を数値化し、データとして得ることができる。中小企業、零細企業で

も問題なく利用活用でき、極端な話、職場で誰か個人が発案し、企画し、実施

すれば、職場や仕事の数値化したデータが得られることになる。 

会社やチームが活性化し、高業績になることは、会社や組織のためになるも

のであり、魅力あるより良い会社やチームで各人が生きいきとそれぞれの力を

発揮できることは、従業員と個人のためにもなるものである。魅力ある会社と

チームとして、会社とチームが活性化し、高業績であれば、それは社会を元気

にするものであり、さらには、国を成長させる基礎でもあると考えている。 

本書により、一人でも多くの方が、より生きいきと仕事に取組むことができ、

一社でも多くの会社や組織が魅力ある活性化したチームや職場となり、力強く

発展していくことに繋がれば、筆者としてはこの上ない幸せと考えている。 

 

 ２０１７年３月 
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第１章 本書の背景と目的  

 
１. 本書の背景 

各人が持てる力を十分に発揮し、生き生きとした職場や活力あるチームであ

ること、結果的に、パフォーマンスが良い職場やチームであることは、人事労

務管理、人材マネジメントの一つの目標といえる。このような職場とチームは

従業員にとっても良い職場、良いチームであり、経営者、管理職にとっても望

ましい職場、目指すべき職場といえる。それでは、このような職場とチームに

するにはどうすれば良いのであろうか。 

この点は世間の関心も高く、ビジネス関係の書籍や雑誌、また新聞等に多く

の記事がある。こうした記事では、職場での工夫内容や、その結果、このよう

な良い状態になっている、等々と紹介されている。確かに興味深く、参考にな

りそうで、納得させられる内容である。しかし、これは事例であり、一つの完

結したストーリーであるといえる。事例にはその良い状態をもたらした要因も

述べられているが、本当にその要因によってその状態がもたらされたかは、よ

くよく考えると定かとはいえない。因果関係を確かめるためには、類似の事例

を数多く集め、同じであるかを確かめ、集めた事例から背後にある要因、また、

要因間の因果関係を明らかにし、その上で検討しなくてはならない。ところが

同じ背景や条件の会社やチームを多数集めることは、実際にはかなり難しく、

その上、会社やチームを取り巻く状況は変化するため、背景や条件が同じで

あっても同じになるとは限らない。事例はある条件下での、ある時点での一回

限りのものということができる。 

高業績で魅力ある会社とチームにするために、本書では違った角度から検討

を行っている。それは、会社とチームの状況を各要素に分解し、測定しようと

するものである。会社とチームの状況を構成する要素として、どのようなもの

があり、その要素がそれぞれどのような状況か、また要素間の相関関係、因果

関係を数量的にみようとするものである。人間ドックでは各種の測定を行い、

それを基準数値と比較し、どのような状態かを客観的におさえ、現状で問題点

はないか、さらには潜在的な問題点はないかをみるが、この方法に似ている。 

会社とチームの各側面を捉え、それを数値化する方法は、これまでにも研究
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